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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
　平成25年12月26日付で提出いたしました第47期（自平成22年５月21日　至平成23年５月20日）有価証券報告書の

訂正報告書の記載事項の一部に誤りがありました。

　また、訂正後の連結財務諸表及び財務諸表について、監査報告書を添付しておりませんでしたが、これは平成25

年12月26日の訂正報告書提出時点において、監査未了であったためであり、本訂正報告書提出日現在において、訂

正後の連結財務諸表及び財務諸表に関する監査は終了し、監査報告書を受領しておりますので、新たに監査報告書

を添付いたします。

　これらを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

また、財務諸表の記載事項にかかる訂正箇所につき、XBRLの訂正を行いましたので、あわせて訂正後のXBRL形式

のデータ一式(表示情報ファイルを含む)を提出致します。

　

　

２【訂正事項】
１　有価証券報告書の訂正報告書の提出理由　

第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

(1）連結経営指標等

第５　経理の状況

１　連結財務諸表等

(1）連結財務諸表

①　連結貸借対照表

③　連結株主資本等変動計算書

注記事項

（賃貸等不動産関係）　

２　財務諸表等

(1）財務諸表

①　貸借対照表

③　株主資本等変動計算書

(2）主な資産及び負債の内容

　

３【訂正箇所】
訂正箇所は＿＿＿線で示しております。
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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】
（訂正前）

平成25年12月４日付で証券取引等監視委員会から内閣総理大臣及び金融庁長官に対して当社提出の第45期（平成

21年５月期）事業年度有価証券報告書から第50期（平成26年５月期）第一四半期までの有価証券報告書、四半期報

告書の訂正報告書の提出命令を発出するよう勧告がなされ、これを受けて、関東財務局長より「平成21年５月期

に、土地及び建物等を現物出資財産とする第三者割当増資を行うに当たり、当該現物出資財産を構成する土地及び

建物の一部につき評価額を過大にし、投資不動産及び純資産額を過大に計上するなどしていた」として、平成25年

12月19日付で有価証券報告書、四半期報告書等に係る訂正報告書を提出するよう命令（以下「本件提出命令」とい

います。）が発出されました。

当社としては本件提出命令には承服できないものとして、今後、行政事件訴訟法に基づく処分の取消の訴えを提

起することも検討しており、並行して行われる課徴金納付命令に関する審判手続きを含め、該当有価証券報告書、

四半期報告書に関する公正な判断を求める方針です。

また他方で、本件提出命令については、その提出まで７日間の期限が付されているところ、本件提出命令に従わ

ないときに金融商品取引法に基づく罰則が規定されていることを勘案し、本件提出命令に従い、当社が平成21年８

月20日付で提出いたしました第45期(自平成20年５月21日　至平成21年５月20日)有価証券報告書の記載事項の一部

を訂正し、平成25年12月26日付で、有価証券報告書の訂正報告書を提出いたしました。　

当該決算訂正により、当社が平成23年８月19日付で提出いたしました第47期（自平成22年５月21日　至平成23年

５月20日）有価証券報告書の記載事項の一部を訂正する必要が生じましたので、有価証券報告書の訂正報告書を提

出するものであります。　

なお、監査報告書については、監査未了のため受領しておりません。

また、財務諸表の記載事項にかかる訂正箇所につき、XBRLの訂正を行いましたので、あわせて訂正後のXBRL形式

のデータ一式(表示情報ファイルを含む)を提出致します。

　

（訂正後）

平成25年12月４日付で証券取引等監視委員会から内閣総理大臣及び金融庁長官に対して当社提出の第45期（平成

21年５月期）事業年度有価証券報告書から第50期（平成26年５月期）第一四半期までの有価証券報告書、四半期報

告書の訂正報告書の提出命令を発出するよう勧告がなされ、これを受けて、関東財務局長より「平成21年５月期

に、土地及び建物等を現物出資財産とする第三者割当増資を行うに当たり、当該現物出資財産を構成する土地及び

建物の一部につき評価額を過大にし、投資不動産及び純資産額を過大に計上するなどしていた」として、平成25年

12月19日付で有価証券報告書、四半期報告書等に係る訂正報告書を提出するよう命令（以下「本件提出命令」とい

います。）が発出されました。

本件提出命令に従い、当社が平成21年８月20日付で提出いたしました第45期(自平成20年５月21日　至平成21年５

月20日)有価証券報告書の記載事項の一部を訂正し、平成25年12月26日付で、有価証券報告書の訂正報告書を提出い

たしました。　

当該決算訂正により、当社が平成23年８月19日付で提出いたしました第47期（自平成22年５月21日　至平成23年

５月20日）有価証券報告書の記載事項の一部を訂正する必要が生じましたので、有価証券報告書の訂正報告書を提

出するものであります（金融商品取引法第10条第１項および第24条の２第１項）。

なお、訂正後の連結財務諸表及び財務諸表については、監査法人アリアにより監査を受けており、平成26年２月６

日に、監査報告書を受領しております。

また、財務諸表の記載事項にかかる訂正箇所につき、XBRLの訂正を行いましたので、あわせて訂正後のXBRL形式

のデータ一式(表示情報ファイルを含む)を提出致します。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等　

（訂正前）

回次 第43期 第44期 第45期 第46期 第47期

決算年月 平成19年５月 平成20年５月 平成21年５月 平成22年５月 平成23年５月

売上高（千円） 12,734,202 7,161,622 4,714,648 3,788,063 3,290,438

経常損益（△は損失）

（千円）
72,875 △2,421,183 △2,132,680 △538,240 △93,016

当期純損益（△は損失）

（千円）
104,750 △4,834,343 △3,020,476 △963,998 326,675

包括利益（千円） － － － － 438,595

純資産額（千円） 3,241,653 △1,051,899 △18,677 △608,834 △82,680

総資産額（千円） 10,319,975 5,258,848 4,492,154 4,211,753 2,546,553

１株当たり純資産額（円） 112.99 △27.04 △0.26 △2.56 △1.19

１株当たり当期純損益（△は

損失）（円）
4.78 △156.08 △56.25 △4.80 1.36

　

（後略）

　

（訂正後）

回次 第43期 第44期 第45期 第46期 第47期

決算年月 平成19年５月 平成20年５月 平成21年５月 平成22年５月 平成23年５月

売上高（千円） 12,734,202 7,161,622 4,714,648 3,788,063 3,290,438

経常損益（△は損失）

（千円）
72,875 △2,421,183 △2,132,680 △538,240 △93,016

当期純損益（△は損失）

（千円）
104,750 △4,834,343 △3,020,476 △963,998 326,675

包括利益（千円） － － － － 438,592

純資産額（千円） 3,241,653 △1,051,899 △18,677 △608,834 △82,680

総資産額（千円） 10,319,975 5,258,848 4,492,154 4,211,753 2,546,553

１株当たり純資産額（円） 112.99 △27.04 △0.26 △2.56 △1.19

１株当たり当期純損益（△は

損失）（円）
4.78 △156.08 △56.25 △4.80 1.36

　

（後略）　
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(2）提出会社の経営指標等

（訂正前）

回次 第43期 第44期 第45期 第46期 第47期

決算年月 平成19年５月 平成20年５月 平成21年５月 平成22年５月 平成23年５月

売上高（千円） 4,688,330 3,312,820 1,564,407 166,111 270,984

経常損益（△は損失）

（千円）
334,712 △1,279,921 △1,203,381 △630,369 △136,138

当期純損益（△は損失）

（千円）
65,776 △6,161,863 △2,685,891 △1,274,570 235,974

　

（後略）

　

（訂正後）

回次 第43期 第44期 第45期 第46期 第47期

決算年月 平成19年５月 平成20年５月 平成21年５月 平成22年５月 平成23年５月

売上高（千円） 4,688,330 3,312,820 1,564,407 166,111 270,984

経常損益（△は損失）

（千円）
334,712 △1,279,921 △1,203,381 △630,369 △136,138

当期純損益（△は損失）

（千円）
65,776 △6,161,863 △2,685,891 △1,274,570 235,947

　

（後略）

　

EDINET提出書類

株式会社エル・シー・エーホールディングス(E05141)

訂正有価証券報告書

 5/21



第５【経理の状況】

（訂正前）

１．（省略）

　　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前連結会計年度（平成21年５月21日から平成22年５月20

日まで）の連結財務諸表及び前事業年度（平成21年５月21日から平成22年５月20日まで）の財務諸表については、アク

ティブ有限責任監査法人（現　宙有限責任監査法人）による監査を受け、当連結会計年度（平成22年５月21日から平成23

年５月20日まで）の連結財務諸表及び当事業年度（平成22年５月21日から平成23年５月20日まで）の財務諸表について

は、やよい監査法人により監査を受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の２第１項の規定に基づき、有価証券報告書の訂正報告書を提出しております。訂正後の

監査報告書については、監査未了のため受領しておりません。　

　　

　（後略）

　　

（訂正後）

１．（省略）

　　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前連結会計年度（平成21年５月21日から平成22年５月20

日まで）の連結財務諸表及び前事業年度（平成21年５月21日から平成22年５月20日まで）の財務諸表については、アク

ティブ有限責任監査法人（現　宙有限責任監査法人）による監査を受け、当連結会計年度（平成22年５月21日から平成23

年５月20日まで）の連結財務諸表及び当事業年度（平成22年５月21日から平成23年５月20日まで）の財務諸表について

は、やよい監査法人により監査を受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の２第１項の規定に基づき、有価証券報告書の訂正報告書を提出しております。訂正後の

連結財務諸表および財務諸表については、監査法人アリアにより監査を受けており、監査報告書を受領しております。　

　　

　（後略）　
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１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】

（訂正前）

　 　 　 　 　 （単位：千円）

　 　 　 　
前連結会計年度

(平成22年５月20日)

当連結会計年度

(平成23年５月20日)

　 　 （前略） 　

　 純資産の部 　 　

　 　 株主資本 　 　

　 　 　 資本金 5,629,530 5,629,530

　 　 　 資本剰余金 1,813,572 1,813,572

　 　 　 利益剰余金 △8,055,719 △7,729,043

　 　 　 自己株式 △943 △943

　 　 　 株主資本合計 △613,559 △286,883

　 　 その他の包括利益累計額 　 　

　 　 　 その他有価証券評価差額金 △710 △1

　 　 　 その他の包括利益累計額合計 △710 △1

　 　 新株予約権 4,704 4,704

　 　 少数株主持分 731 199,501

　 　 純資産合計 △608,834 △82,680

　 負債純資産合計 4,211,753 2,546,553

　

　

（訂正後）

　 　 　 　 　 （単位：千円）

　 　 　 　
前連結会計年度

(平成22年５月20日)

当連結会計年度

(平成23年５月20日)

　 　 （前略） 　

　 純資産の部 　 　

　 　 株主資本 　 　

　 　 　 資本金 5,629,530 5,629,530

　 　 　 資本剰余金 2,158,464 2,158,464

　 　 　 利益剰余金 △8,400,610 △8,073,935

　 　 　 自己株式 △943 △943

　 　 　 株主資本合計 △613,559 △286,883

　 　 その他の包括利益累計額 　 　

　 　 　 その他有価証券評価差額金 △710 △1

　 　 　 その他の包括利益累計額合計 △710 △1

　 　 新株予約権 4,704 4,704

　 　 少数株主持分 731 199,501

　 　 純資産合計 △608,834 △82,680

　 負債純資産合計 4,211,753 2,546,553
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③【連結株主資本等変動計算書】

（訂正前）

　 　 　 　 　 　 （単位：千円）

　

　　　　

前連結会計年度 当連結会計年度

　 (自　平成21年５月21日 (自　平成22年５月21日

　 　至　平成22年５月20日) 　至　平成23年５月20日)

　 株主資本 　 　

　 　資本金 　 　

　 　　前期末残高 5,407,291 5,629,530

　 　　当期変動額 　 　

　 　　　新株の発行 222,238 －

　 　　　当期変動額合計 222,238 －

　 　　当期末残高 5,629,530 5,629,530

　 　資本剰余金 　 　

　 　　前期末残高 1,621,105 1,813,572

　 　　当期変動額 　 　

　 　　　新株の発行 192,467 －

　 　　　当期変動額合計 192,467 －

　 　　当期末残高 1,813,572 1,813,572

　 　利益剰余金 　 　

　 　　前期末残高 △7,091,721 △8,055,719

　 　　当期変動額 　 　

　 　　　当期純利益又は当期純損失（△） △963,998 326,675

　 　　　当期変動額合計 △963,998 326,675

　 　　当期末残高 △8,055,719 △7,729,043

　 　自己株式 　 　

　 　　前期末残高 △943 △943

　 　　当期末残高 △943 △943

　 　株主資本合計 　 　

　 　　前期末残高 △64,267 △613,559

　 　　当期変動額 　 　

　 　　　新株の発行 414,706 －

　 　　　当期純利益又は当期純損失（△） △963,998 326,675

　 　　　当期変動額合計 △549,291 326,675

　 　　当期末残高 △613,559 286,883

　

（後略）
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（訂正後）

　 (単位：千円)

　     前連結会計年度 当連結会計年度

　 　　　　 (自　平成21年５月21日 (自　平成22年５月21日

　 　　　　 　至　平成22年５月20日) 　至　平成23年５月20日)

　 株主資本   

　  資本金   

　   前期末残高 5,407,291 5,629,530

　   当期変動額   

　    新株の発行 222,238 －

　    当期変動額合計 222,238 －

　   当期末残高 5,629,530 5,629,530

　  資本剰余金   

　   前期末残高 1,965,996 2,158,464

　   当期変動額   

　    新株の発行 192,467 －

　    当期変動額合計 192,467 －

　   当期末残高 2,158,464 2,158,464

　  利益剰余金   

　   前期末残高 △7,436,612 △8,400,610

　   当期変動額   

　    当期純利益又は当期純損失（△） △963,998 326,675

　    当期変動額合計 △963,998 326,675

　   当期末残高 △8,400,610 △8,073,935

　  自己株式   

　   前期末残高 △943 △943

　   当期末残高 △943 △943

　  株主資本合計   

　   前期末残高 △64,267 △613,559

　   当期変動額   

　    新株の発行 414,706 －

　    当期純利益又は当期純損失（△） △963,998 326,675

　    当期変動額合計 △549,291 326,675

　   当期末残高 △613,559 △286,883

（後略）　
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【注記事項】

（賃貸等不動産関係）

（訂正前）　

前連結会計年度（自　平成21年５月21日　至　平成22年５月20日）

　当社では、長野県その他の地域において、賃貸用建物（土地を含む。）及び分譲用土地を有しております。

　当該賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額、当連結会計年度増減額及び時価は、次のとおりであります。

　連結貸借対照表計上額（千円） 当連結会計年度末の時価

（千円）前連結会計年度末残高 当連結会計年度増減額 当連結会計年度末残高

3,524,623 △244,341 3,280,282 3,543,848

（注）１．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

２．当連結会計年度減少額は、建物等の減価償却費、分譲用土地の売却、評価損及び減損損失によるものであり

ます。

３．当連結会計年度末の時価は、社外の不動産鑑定士による鑑定評価額であります。

　

平成22年５月期における当該賃貸等不動産に関する損益は次のとおりであります。

　
賃貸収益

（千円）　

賃貸費用　

　（千円）

差額

（千円）　

その他（売却損益等）

（千円）

賃貸等不動産　 147,200 70,014 77,185 △89,612

　（注）その他（売却損益等）の内訳は、売却損益△39,468千円、評価損△45,006千円及び減損損失△5,137千円であり

ます。

　

（追加情報）

　当連結会計年度より、「賃貸等不動産の時価等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第20号　平成20年11月28

日）及び「賃貸等不動産の時価等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第23号　平成20年11

月28日）を適用しております。

　

当連結会計年度（自　平成22年５月21日　至　平成23年５月20日）

　当社では、長野県において、賃貸用建物（土地を含む。）及び分譲用土地を有しております。

　当該賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額、当連結会計年度増減額及び時価は、次のとおりであります。

連結貸借対照表計上額（千円） 当連結会計年度末の時価

（千円）前連結会計年度末残高 当連結会計年度増減額 当連結会計年度末残高

3,280,282 △1,499,259 1,781,022 2,071,937

（注）１．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

２．当連結会計年度減少額は、建物等の減価償却費、賃貸用不動産の売却及び分譲用土地の評価損によるもので

あります。

３．当連結会計年度末の時価は、社外の不動産鑑定士による鑑定評価額に、適切に市場価格を反映していると

考えられる指標を用いて調整した金額であります。

　

平成23年５月期における当該賃貸等不動産に関する損益は次のとおりであります。

　
賃貸収益

（千円）

賃貸費用

　（千円）

差額

（千円）

その他（売却損益等）

（千円）

賃貸等不動産　 137,605 66,626 70,978 △448,081

　（注）その他（売却損益等）の内訳は、売却損益△440,103千円及び評価損△7,978千円であります。
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（訂正後）　

前連結会計年度（自　平成21年５月21日　至　平成22年５月20日）

　当社では、長野県その他の地域において、賃貸用建物（土地を含む。）及び分譲用土地を有しております。

　当該賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額、当連結会計年度増減額及び時価は、次のとおりであります。

　連結貸借対照表計上額（千円） 当連結会計年度末の時価

（千円）前連結会計年度末残高 当連結会計年度増減額 当連結会計年度末残高

3,524,623　 △244,341 3,280,282 3,210,890

（注）１．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

２．当連結会計年度減少額は、建物等の減価償却費、分譲用土地の売却、評価損及び減損損失によるものであり

ます。

３．当連結会計年度末の時価は、社外の不動産鑑定士による鑑定評価額であります。

　

平成22年５月期における当該賃貸等不動産に関する損益は次のとおりであります。

　
賃貸収益

（千円）

賃貸費用

（千円）

差額

（千円）

その他（売却損益等）

（千円）

賃貸等不動産　 147,200 70,014 77,185 △89,612

　（注）その他（売却損益等）の内訳は、売却損益△39,468千円、評価損△45,006千円及び減損損失△5,137千円であり

ます。

　

（追加情報）

　当連結会計年度より、「賃貸等不動産の時価等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第20号　平成20年11月28

日）及び「賃貸等不動産の時価等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第23号　平成20年11

月28日）を適用しております。

　

当連結会計年度（自　平成22年５月21日　至　平成23年５月20日）

　当社では、長野県において、賃貸用建物（土地を含む。）及び分譲用土地を有しております。

　当該賃貸等不動産の連結貸借対照表計上額、当連結会計年度増減額及び時価は、次のとおりであります。

　連結貸借対照表計上額（千円） 当連結会計年度末の時価

（千円）前連結会計年度末残高 当連結会計年度増減額 当連結会計年度末残高

3,280,282　 △1,499,259 1,781,022 1,733,473

（注）１．連結貸借対照表計上額は、取得原価から減価償却累計額を控除した金額であります。

２．当連結会計年度減少額は、建物等の減価償却費、賃貸用不動産の売却及び分譲用土地の評価損によるもので

あります。

３．当連結会計年度末の時価は、社外の不動産鑑定士による鑑定評価額に、適切に市場価格を反映していると

考えられる指標を用いて調整した金額であります。

　

平成23年５月期における当該賃貸等不動産に関する損益は次のとおりであります。

　
賃貸収益

（千円）　

賃貸費用　

　（千円）

差額

（千円）　

その他（売却損益等）

（千円）

賃貸等不動産　 137,605 66,626 70,978 △448,081

　（注）その他（売却損益等）の内訳は、売却損益△440,103千円及び評価損△7,978千円であります。

　

EDINET提出書類

株式会社エル・シー・エーホールディングス(E05141)

訂正有価証券報告書

11/21



２【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】

（訂正前）

　 　 　 　 　 　 　 （単位：千円）

　
　 　 　 　 　

前事業年度 当事業年度

　 (平成22年５月20日) (平成23年５月20日)

　 　 （前略） 　

　 純資産の部 　 　

　 　 株主資本 　 　

　 　 　 資本金 5,629,530 5,629,530

　 　 　 資本剰余金 　 　

　 　 　 　 資本準備金 2,158,464 2,158,464

　 　 　 　 その他資本剰余金 △344,891 △344,891

　 　 　 　 資本剰余金合計 1,813,572 1,813,572

　 　 　 利益剰余金 　 　

　 　 　 　 その他利益剰余金 　 　

　 　 　 　 　 繰越利益剰余金 △8,116,617 △7,880,669

　 　 　 　 利益剰余金合計 △8,116,617 △7,880,669

　 　 　 自己株式 △943 △943

　 　 　 株主資本合計 △674,457 △438,509

　 　 評価・換算差額等 　 　

　 　 　 その他有価証券評価差額金 △710 △1

　 　 　 評価・換算差額等合計 △710 △1

　 　 新株予約権 4,704 4,704

　 　 純資産合計 △670,463 △433,807

　 負債純資産合計 3,711,345 2,161

　

（訂正後）　

　 　 　 　 　 　 　 （単位：千円）

　
　 　 　 　 　

前事業年度 当事業年度

　 (平成22年５月20日) (平成23年５月20日)

　  （前略） 　

　 純資産の部 　 　

　 　 株主資本 　 　

　 　 　 資本金 5,629,530 5,629,530

　 　 　 資本剰余金 　 　

　 　 　 　 資本準備金 2,158,464 2,158,464

　 　 　 　 資本剰余金合計 2,158,464 2,158,464

　 　 　 利益剰余金 　 　

　 　 　 　 その他利益剰余金 　 　

　 　 　 　 　 繰越利益剰余金 △8,461,508 △8,225,561

　 　 　 　 利益剰余金合計 △8,461,508 △8,225,561

　 　 　 自己株式 △943 △943

　 　 　 株主資本合計 △674,457 △438,509

　 　 評価・換算差額等 　 　

　 　 　 その他有価証券評価差額金 △710 △1

　 　 　 評価・換算差額等合計 △710 △1

　 　 新株予約権 4,704 4,704

　 　 純資産合計 △670,463 △433,807

　 負債純資産合計 3,711,345 2,161
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③【株主資本等変動計算書】

（訂正前）

　 　 　 　 　 　 　 　 （単位：千円）

　

　 　 　 　 　 　

前事業年度 当事業年度

　 (自　平成21年５月21日 (自　平成22年５月21日

　 　至　平成22年５月20日) 　至　平成23年５月20日)

　 株主資本 　 　

　 　 資本金 　 　

　 　 　 前期末残高 5,407,291 5,629,530

　 　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 　 新株の発行 222,238 －

　 　 　 　 当期変動額合計 222,238 －

　 　 　 当期末残高 5,629,530 5,629,530

　 　 資本剰余金 　 　

　 　 　 資本準備金 　 　

　 　 　 　 前期末残高 1,965,996 2,158,464

　 　 　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 　 　 新株の発行 192,467 －

　 　 　 　 　 当期変動額合計 192,467 －

　 　 　 　 当期末残高 2,158,464 2,158,464

　 　 　 その他資本剰余金 　 　

　 　 　 　 前期末残高 △344,891 △344,891

　 　 　 　 当期末残高 △344,891 △344,891

　 　 　 資本剰余金合計 　 　

　 　 　 　 前期末残高 1,621,105 1,813,572

　 　 　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 　 　 新株の発行 192,467 －

　 　 　 　 　 当期変動額合計 192,467 －

　 　 　 　 当期末残高 1,813,572 1,813,572

　 　 利益剰余金 　 　

　 　 　 その他利益剰余金 　 　

　 　 　 　 繰越利益剰余金 　 　

　 　 　 　 　 前期末残高 △6,842,046 △8,116,617

　 　 　 　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 　 　 　 当期純利益又は当期純損失（△） △1,274,570 235,947

　 　 　 　 　 　 当期変動額合計 △1,274,570 235,947

　 　 　 　 　 当期末残高 △8,116,617 △7,880,669

　 　 　 利益剰余金合計 　 　

　 　 　 　 前期末残高 △6,842,046 △8,116,617

　 　 　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 　 　 当期純利益又は当期純損失（△） △1,274,570 235,947

　 　 　 　 　 当期変動額合計 △1,274,570 235,947

　 　 　 　 当期末残高 △8,116,617 △7,880,669

　 　 自己株式 　 　

　 　 　 前期末残高 △943 △943

　 　 　 当期末残高 △943 △943

　 　 株主資本合計 　 　

　 　 　 前期末残高 185,407 △674,457

　 　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 　 新株の発行 414,706 －

　 　 　 　 当期純利益又は当期純損失（△） △1,274,570 235,947

　 　 　 　 当期変動額合計 △859,864 235,947

　 　 　 当期末残高 △674,457 △438,509

　

　 　 　 　 　 　 （単位：千円）
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前事業年度 当事業年度

　 (自　平成21年５月21日 (自　平成22年５月21日

　 　至　平成22年５月20日) 　至　平成23年５月20日)

　 評価・換算差額等 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金 　 　

　 　 　 前期末残高 15,082 △710

　 　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △15,792 708

　 　 　 　 当期変動額合計 △15,792 708

　 　 　 当期末残高 △710 △1

　 　 評価・換算差額等合計 　 　

　 　 　 前期末残高 15,082 △710

　 　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △15,792 708

　 　 　 　 当期変動額合計 △15,792 708

　 　 　 当期末残高 △710 △1

　 新株予約権 　 　

　 　 前期末残高 27,428 4,704

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △22,724 －

　 　 　 当期変動額合計 △22,724 －

　 　 当期末残高 4,704 4,704

　 純資産合計 　 　

　 　 前期末残高 227,917 △670,463

　 　 当期変動額 　 　

　 　 　 新株の発行 414,706 －

　 　 　 当期純利益又は当期純損失（△） △1,274,570 235,947

　 　 　 株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △38,516 708

　 　 　 当期変動額合計 △898,381 236,656

　 　 当期末残高 △670,463 △433,807
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（訂正後）

　 (単位：千円)

　

      

前事業年度 当事業年度

　 (自　平成21年５月21日 (自　平成22年５月21日

　 　至　平成22年５月20日) 　至　平成23年５月20日)

　 株主資本   

　  資本金   

　   前期末残高 5,407,291 5,629,530

　   当期変動額   

　    新株の発行 222,238 －

　    当期変動額合計 222,238 －

　   当期末残高 5,629,530 5,629,530

　  資本剰余金   

　   資本準備金   

　    前期末残高 1,965,996 2,158,464

　    当期変動額   

　     新株の発行 192,467 －

　     当期変動額合計 192,467 －

　    当期末残高 2,158,464 2,158,464

　   資本剰余金合計   

　    前期末残高 1,965,996 2,158,464

　    当期変動額   

　     新株の発行 192,467 －

　     当期変動額合計 192,467 －

　    当期末残高 2,158,464 2,158,464

　  利益剰余金   

　   その他利益剰余金   

　    繰越利益剰余金   

　     前期末残高 △7,186,937 △8,461,508

　     当期変動額   

　      当期純利益又は当期純損失（△） △1,274,570 235,947

　      当期変動額合計 △1,274,570 235,947

　     当期末残高 △8,461,508 △8,225,561

　   利益剰余金合計   

　    前期末残高 △7,186,937 △8,461,508

　    当期変動額   

　     当期純利益又は当期純損失（△） △1,274,570 235,947

　     当期変動額合計 △1,274,570 235,947

　    当期末残高 △8,461,508 △8,225,561

　  自己株式   

　   前期末残高 △943 △943

　   当期末残高 △943 △943

　  株主資本合計   

　   前期末残高 185,407 △674,457

　   当期変動額   

　    新株の発行 414,706 －

　    当期純利益又は当期純損失（△） △1,274,570 235,947

　    当期変動額合計 △859,864 235,947

　    当期末残高 △674,457 △438,509
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(単位：千円)

     前事業年度 当事業年度

　 　 　 　 　 (自　平成21年５月21日 (自　平成22年５月21日

　 　 　 　 　 　至　平成22年５月20日) 　至　平成23年５月20日)

　 評価・換算差額等   

　  その他有価証券評価差額金   

　   前期末残高 15,082 △710

　   当期変動額   

　    株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △15,792 708

　    当期変動額合計 △15,792 708

　   当期末残高 △710 △1

　  評価・換算差額等合計   

　   前期末残高 15,082 △710

　   当期変動額   

　    株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △15,792 708

　    当期変動額合計 △15,792 708

　   当期末残高 △710 △1

　 新株予約権   

　  前期末残高 27,428 4,704

　  当期変動額   

　   株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △22,724 －

　   当期変動額合計 △22,724 －

　  当期末残高 4,704 4,704

　 純資産合計   

　  前期末残高 227,917 △670,463

　  当期変動額   

　   新株の発行 414,706 －

　   当期純利益又は当期純損失（△） △1,274,570 235,947

　   株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △38,516 708

　   当期変動額合計 △898,381 236,656

　  当期末残高 △670,463 △433,807
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（２）【主な資産及び負債の内容】

⑦　投資不動産

（訂正前）　

地域名 金額（千円）

長野県 1,781,023

合計 1,781,023

　

（訂正後）　

地域名 金額（千円）

長野県 1,781,022

合計 1,781,022

　

　

EDINET提出書類

株式会社エル・シー・エーホールディングス(E05141)

訂正有価証券報告書

17/21



独立監査人の監査報告書

  平成26年２月６日

株式会社エル・シー・エーホールディングス  

取 締 役 会　御 中   

 監査法人アリア  

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士 茂木　秀俊　　印

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士 山中　康之　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社エル・シー・エーホールディングスの平成21年５月21日から平成22年５月20日までの連結会計年度の訂正後

の連結財務諸表、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計

算書及び連結附属明細表について監査を行った。この連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立

の立場から連結財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監

査法人に連結財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎

として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体とし

ての連結財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎

を得たと判断している。

　当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式

会社エル・シー・エーホールディングス及び連結子会社の平成22年５月20日現在の財政状態並びに同日をもって終了する

連結会計年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

追記情報　

１．有価証券報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第10条第1項及び第２４条

の２第１項の規定に基づき連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の連結財務諸表について監査を行っ

た。

２．継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は当連結会計年度において963百万円の当期純損失を計

上した結果、平成22年５月20日時点では、608百万円の債務超過に陥った。また、営業キャッシュ・フローについて

も前連結会計年度に1,258百万円、当連結会計年度に227百万円とそれぞれマイナスとなっており、延滞債務1,700百

万円が発生している。当該状況により、会社には継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在してお

り、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。なお、当該状況に対する対応策及び重要な不確実性が認

められる理由については当該注記に記載されている。連結財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このよ

うな重要な不確実性の影響を連結財務諸表には反映していない。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

　（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が連結財務諸表に添

付する形で別途保管しております。

２．連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の監査報告書

  平成26年２月６日

株式会社エル・シー・エーホールディングス  

取 締 役 会　御 中   

 監査法人アリア  

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士 茂木　秀俊　　印

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士 山中　康之　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社エル・シー・エーホールディングスの平成21年５月21日から平成22年５月20日までの第46期事業年度の訂正

後の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び附属明細表について監査を行った。この

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監

査法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、試査を基礎とし

て行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての

財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的な基礎を得たと

判断している。

　当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社

エル・シー・エーホールディングスの平成22年５月20日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績を

すべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

追記情報

１．有価証券報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第10条第1項及び第２４条

の２第１項の規定に基づき財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の財務諸表について監査を行った。

２．継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は当事業年度において1,274百万円の当期純損失を計上

した結果、平成22年５月20日時点では、670百万円の債務超過に陥った。また、前事業年度に640百万円、当事業年度

において449百万円と営業損失を計上しており、延滞債務は1,283百万円発生している。当該状況により、会社には継

続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認め

られる。なお、当該状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記載されてい

る。財務諸表は継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確実性の影響を財務諸表には反映してい

ない。　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　以　　上

　（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が財務諸表に添付す

る形で別途保管しております。

２．財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。

　

EDINET提出書類

株式会社エル・シー・エーホールディングス(E05141)

訂正有価証券報告書

19/21



独立監査人の監査報告書

  平成26年２月６日

株式会社エル・シー・エーホールディングス  

取 締 役 会　御 中   

 監査法人アリア  

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士 茂木　秀俊　　印

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士 山中　康之　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社エル・シー・エーホールディングスの平成22年５月21日から平成23年５月20日までの連結会計年度の訂正後

の連結財務諸表、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結

キャッシュ・フロー計算書及び連結附属明細表について監査を行った。この連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当

監査法人の責任は独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、下記事項を除き我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査

の基準は、当監査法人に連結財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査

は、試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価

も含め全体としての連結財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のため

の合理的な基礎を得たと判断している。

記

当監査法人は、訂正後の連結財務諸表の監査に際して当時の監査人の監査結果を利用することができなかったため、平

成23年５月20日現在の現金3,668千円の実査及び商品1,808千円の棚卸立会に関する監査証拠を入手することができなかっ

た。

　当監査法人は、上記の連結財務諸表が、上記事項の連結財務諸表に与える影響を除き、我が国において一般に公正妥当

と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社エル・シー・エーホールディングス及び連結子会社の平成23年５月20

日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経営成績及びキャッシュ・フローの状況をすべての重要な

点において適正に表示しているものと認める。

追記情報　

1. 有価証券報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第10条第1項及び第２４条の

２第１項の規定に基づき連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の連結財務諸表について監査を行っ

た。

2. 継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は、当連結会計年度において360,804千円の当期純利益を

計上したものの、営業キャッシュ・フローについては、前連結会計年度に227,638千円、当連結会計年度に825,782

千円とそれぞれマイナスとなっている。また、多額の未払債務や未払税金等があるため、会社の保有する不動産に

対する強制競売の申し立てや国税局等による差押等を受けている。当該状況により、継続企業の前提に関する重要

な疑義を生じさせるような状況が存在しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる。なお、当

該状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記載されている。連結財務諸表

は、継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確実性の影響は連結財務諸表には反映されていな

い。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

　（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が連結財務諸表に添

付する形で別途保管しております。

２．連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の監査報告書

  平成26年２月６日

株式会社エル・シー・エーホールディングス  

取 締 役 会　御 中   

 監査法人アリア  

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士 茂木　秀俊　　印

 
代表社員

業務執行社員
 公認会計士 山中　康之　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられて

いる株式会社エル・シー・エーホールディングスの平成22年５月21日から平成23年５月20日までの第47期事業年度の訂正

後の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び附属明細表について監査を行った。この

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。

　当監査法人は、下記事項を除き我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査

の基準は、当監査法人に財務諸表に重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。監査は、

試査を基礎として行われ、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含

め全体としての財務諸表の表示を検討することを含んでいる。当監査法人は、監査の結果として意見表明のための合理的

な基礎を得たと判断している。

記

当監査法人は、訂正後の財務諸表の監査に際して当時の監査人の監査結果を利用することができなかったため、平成23

年５月20日現在の現金2,510千円の実査に関する監査証拠を入手することができなかった。

　当監査法人は、上記の財務諸表が、上記事項の財務諸表に与える影響を除き、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、株式会社エル・シー・エーホールディングスの平成23年５月20日現在の財政状態並びに

同日をもって終了する事業年度の経営成績をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

追記情報

1. 有価証券報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第10条第1項及び第２４条の

２第１項の規定に基づき財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の財務諸表について監査を行った。

2. 継続企業の前提に関する注記に記載されているとおり、会社は、当事業年度において235,947千円の当期純利益を計上

したものの、平成23年５月20日時点では、433,807千円の債務超過となっている。また、前事業年度において

449,866千円、当事業年度において6,696千円と営業損失を計上しており、多額の未払債務や未払税金等があるた

め、会社の保有する不動産に対する強制競売の申し立てや国税局等による差押等を受けている。当該状況により、

継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような状況が存在しており、継続企業の前提に関する重要な不確

実性が認められる。なお、当該状況に対する対応策及び重要な不確実性が認められる理由については当該注記に記

載されている。財務諸表は、継続企業を前提として作成されており、このような重要な不確実性の影響は財務諸表

には反映されていない。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　　上

　（注）１．上記は、監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が財務諸表に添付す

る形で別途保管しております。

２．財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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